
【取組内容】 児童が自ら目標を設定し、目標の達成に向けて学びを調整する習慣を身に付ける

さいたま市立大東小学校(埼玉県)【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

主体的に学習に取り組む態度を育成するための定量的なルーブリック

２年生 算数１年生 生活

・評価ではなく、児童の自己調整を目的にルーブリックを設定する。
・低学年のうちから、自分で目標を決める習慣を付ける。

１年生の生活科では、朝顔の観察の際に、教室で
観察のポイントを確認した。その後、児童がルーブ
リックを基に自分の目標を決め、それを意識して観察
を行った。
授業の最後には自分の目標が達成できたか、自分の
学び方について振り返りを行った。

アンケート結果

２学期末、児童に対して行ったアンケートに
肯定的な回答をした児童の割合

ルーブリックなどで自分で学習の目標を決めて、
あきらめずに努力することができる

※ひまわり（特別支援学級）



【取組内容】 児童が自ら目標を設定し、目標の達成に向けて学びを調整する習慣を身に付ける

さいたま市立大東小学校(埼玉県)【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

評価に使用する定性的なルーブリック

６年生 外国語

６年生 体育

４年生 算数

３年生 社会

単元や授業で、ここまでできたらS,A,Bという具体

的目標を示すことにより、児童はそれに向けてその時
間の学びを調整しようと工夫し、個々に課題をもって
学習に取り組むことができた。
6年生体育では、「マット運動」の単元では、技の

難易度に応じて得点を設定し、「技の構成を考えよ
う」という学習課題に取り組んだ。児童は、高得点を
目指して、自分の能力に合った技に挑戦したり、技の
組み合わせを試行錯誤したりするなど、単元を通して
学びを調整しようとする姿が見られた。
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